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教育史通史編の編集の考え方( 案) について 
 

港区の 150 年を 超える教育の歩みを 体系的に記録し 、後世に語り 継いでいける教育

史と するため、 編集の考え方を 以下のと おり 定めます。  

なお、通史編の構成については、「 旧教育史の第１ 章～第６ 章を 最大限生かし 、新規

執筆ではなく 検証の上、 解題を 付す。 第７ 章は、 昭和６ ０ 年頃から 平成期にわたる生

涯学習時代の港区の教育の歴史を 新たに執筆する。」 ( 参考資料１  項番１ ⑴ 参照) と

し ています。  
 
１  編集の考え方( 案)  

⑴ 既刊の教育史の原文を 最大限生かし 、 第７ 章と し て平成期の教育史を 新規執筆

し ます。  

⑵ 既刊の教育史の序章から 第６ 章までは、 明ら かな誤り や誤字脱字の訂正、 説明

が不足し ている部分には註釈を付すこ と と し 、 原則と し て、 時点修正等は行いま

せん。  

⑶ 既刊の教育史刊行後の港区の地勢や人口、 産業などの概況は、 序章第５ 節に記

述し ます。  

 

２  教育史通史編の構成の変更点について  

( 変更前の全体構成： 平成 31( 2019) 年３ 月 22 日 第６ 回委員会決定)  
 

 

通 
 

史 
 

編 
 

※ 

通
史
編
と
は
、
序
章
か
ら
第
７
章
を
指
し
ま
す 

章 巻 頭 本    文 巻末 
序章 ― 

― 
第１節 第２節 第３節 第４節 第５節 

― ― ― ― ― 港区の風土と 
教育の歩み 

地域の特性と 
教育的環境 

幕末期の教育 
をめぐる環境 

港区近代教育の 
誕生とその流れ 発展する教育 生涯学習 

時代の教育  
第１章 

コラム 
概説 

第１節 第２節 第３節 第４節 第５節 第６節 第７節 第８節 ― 註釈 近代教育の発足 明治前期の 
教育 

第２章 
コラム 

概説 
第１節 第２節 第３節 第４節 第５節 第６節 第７節 ― ― 註釈 

近代教育の進展 明治後期の 
教育 

第３章 
コラム 

概説 
第１節 第２節 第３節 第４節 第５節 第６節 第７節 ― ― 註釈 

近代教育の拡充 大正期の教育 
第４章 

コラム 
概説 

第１節 第２節 第３節 第４節 第５節 第６節 第７節 第８節 第９節 註釈 戦時体制下の 
教育 

昭和前期の 
教育 

第５章 
コラム 

概説 
第１節 第２節 第３節 第４節 第５節 第６節 第７節 第８節 第９節 註釈 

戦後教育の展開 戦後復興期の 
教育 

第６章 
コラム 

概説 第１節 
第２節 第３節 第４節 第５節 第６節 第７節 第８節 ― 註釈 

教育の質的向上 経済成長期の 
教育 

第７章 
― 

概説 
第１節 第２節 第３節 第４節 第５節 第６節 第７節 第８節 ― ― 生涯学習時代の 

教育 平成期の教育 
              
 既刊  新規執筆           

 

図 変更前 変更後 変更理由 

① 
第１ 章から 第６ 章の各冒頭に、
読者の興味を引き付けるための
｢解題｣を新規執筆 

第１ 章から第６ 章の各冒頭
に、 読者の興味を引き付ける
ための｢コ ラム｣を新規執筆 

解題と は、 事柄などを解
説、 説明をすると いう 意味
合いがあるため、 より 相応
し い名称に変更する 

② 

第１ 節 ｢小学校教育の再編成｣ 第１ 節 ｢幼児教育の再編｣ 平成 20 年の学校教育法改
正により 、 学校種の規定順
が｢幼稚園｣｢小学校｣｢中学
校｣の順に変更さ れたため 

第２ 節 ｢中学校教育の再編成｣  第２ 節 ｢小学校教育の再編成｣ 

第３ 節 ｢幼児教育の再編｣ 第３ 節 ｢中学校教育の再編成｣ 

 

② 

① 
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教育史資料編の構成( 案) について 

 

 

教育史資料編の構成について、 刊本については、 ｢章｣・ ｢節｣、 Ｗｅ ｂ 版につ

いては、 ｢カ テゴリ ｣と し 、 以下のと おり と し ます。  

 

１  刊本 

教育史年表、 港区の教育に関する統計資料や各種データ を 取り まと めて表やグラ

フ で表し た資料、 港区立の幼稚園、 小・ 中学校の沿革などを掲載する。  

第１ 章 教育史年表 

第２ 章 図表および統計資料 

第１ 節 教育行政 

第２ 節 学校教育 

第３ 節 教職員 

第４ 節 生涯学習 

第３ 章 学校・ 教育関連施設 

第１ 節 区立幼稚園・ 小学校・ 中学校の沿革と 現況  

第２ 節 国立・ 都立・ 私立学校概要一覧 

第３ 節 教育委員会関連施設概要一覧 

第４ 節 港区内博物館・ 美術館・ 資料館概要一覧 

 

２  Ｗｅ ｂ 版 

刊本に掲載し た資料に加え、 統計データ の詳細や港区の教育に関する計画書や報

告書、 各種答申などの資料を、 ｢データ ｣｢文書｣｢年表｣｢学校・ 教育関連施設｣の４ つ

のカ テゴリ に分けて掲載する。 各カ テゴリ の掲載対象は、 以下のと おり と する。  

⑴ データ    

図表および統計資料 

⑵ 文書 

｢港区教育史 資料編１ ｣を 基本と し 、 以下のカ テゴリ 順に変更する。 各カ テゴ

リ 内における資料編１ に該当する節・ 項の配列は、 既刊書と 同様と する。  

ア 教育行政 

イ  幼児教育 

ウ 小学校教育 

エ 中学校教育 

オ 特別支援教育 

カ  教職員 

キ 生涯学習 

ク  私立・ 諸学校 

⑶ 年表 

⑷ 学校・ 教育関連施設 
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く ら し と 教育編執筆に当たっ ての基本的考え方( 案) について 

 

 

１  ｢く ら し と 教育｣編 編さ ん方針 

｢港区教育史編さ ん基本方針｣ のと おり  ( 参考資料２  項番１ ⑺ 参照)  

 

２  コ ンセプト  

区民のく ら し と 教育と の関係や、 地域と 学校と の関わり 、 子ども の様子と いっ

たかけがえのない歴史を 、 多様な側面から 描く 。 学校所蔵史料や行政文書等を 基

に、 下記についてテーマを 選定し 、 編さ んする。  

 

３  テーマ選定の考え方 

  主題別を 基本と し 、 時代ごと に偏ら ないよう 選定する。  

・ 港区( 港区の特性を含む) の教育史を見る中で、 ト ピッ クとなるテーマ 

・ 史実と し て語継ぐ 必要があり 、 欠かせないテーマ 

・ 教育史( 学校史) と し て、 外せないテーマ 

 

４  読者の想定 

義務教育修了程度 

※ 制度史などを中心に記述するのではなく 、 題材ごと に特化し 、 題材の時代背景

などが見て取れるよう 、 固く なら ないよう な記述を織り 込み記述する 

 

５  構成 

・ テーマ数は、 16テーマ程度と する 

・ 文字数は、 各テーマ10, 000字程度と し 、 ３ 分の１ は図版を用いる 

・ Ａ ５ 判と し 、 総ページ数は300頁を上限と する 

 

６  編さ んスケジュ ール( 予定)  

・ 執筆内容構想             令和元年９ 月～令和２ 年３ 月下旬 

・ 執筆開始                  令和２ 年４ 月～令和３ 年６ 月上旬( 原稿締切)  

・ 教育員会事務局検証        令和３ 年７ 月～８ 月 10月～11月 

・ 全体監修                  令和４ 年４ 月～令和４ 年６ 月中旬 

・ 編集、 作成、 校正、 校閲    令和４ 年７ 月～令和４ 年12月下旬 

・ 印刷、 製本                令和５ 年１ 月～２ 月 

・ 刊行                      令和５ 年３ 月 
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■授業・教材
■標準服・体操着

■給食

■運動会・スポーツ
■遠⾜・修学旅⾏

■賞状・通信簿

それぞれの画面を作成

■学校を支えた地域の活動

■語り継ぐ地域のあゆみ

■ゆかりの著名人

それぞれの画面を作成

■教育史年表

■学校変遷図

■給食年表

それぞれの画面を作成

テーマ画面

トピックス画面

画像閲覧画面

トップ画面

デジタル港区教育史｢⾒る・知る・伝える ~港区教育アーカイブ~｣全体構成

階層構造イメージ

１

資料一覧画面

デジタル港区教育史

トップページ

リンク

目録閲覧画面
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トップ画面

画像をスライド方式で表示さ
せます。

2

映像（約14分）が視聴できる
画面へリンクさせます。

《今後の予定》
令和元(2019)年12月17日に御
成門小学校で行われた、地域
のかたから疎開の話を聞く授
業の映像も制作中です。公開
（7月予定）の際には、この画
面からリンクを貼ることを計
画しています。

アイコンをクリックすると、
テーマ画面へ遷移します。

資料を「学校別」「エリア
別」「時代別」に一覧で表示
します。

フリーワードでの検索も可能
です。



　　

カテゴリ テーマ トピックス トピックス

授業風景（裁縫）/麻布小学校/昭和２年 (他７点） テレビ放送開始/赤羽小学校/昭和38年 (他１点)

「各学年綴方優作集」 より/白金小学校/明治43年

「三光帖」アルバム より/旧三光小学校/明治45年 (他１点) アルミ食器/高輪台小学校/ (他２点)

学校給食　諸書類　より/高輪台小学校/ (他２点)

男子の兵式体操/麻布小学校/明治44年
「卒業紀念写真帖」　より/麻布小学校/大
正３年 (他７点）

学業成績【大佛次郎】/白金小学校/明治42年 (他３点) 通告簿/旧鞆絵小学校/明治41年度 (他３点)

精勤証書/青南小学校/大正６年 (他９点)

使用画像（抜すい） 使用画像（抜すい）

映像フィルム「櫻
田乃夏」

近代体育の夜明け
は体操から

テレビを使った学
習

戦前・戦中のお昼
事情

アルミ、プラス
チック、陶磁器…
…食器で見る給食

むかしの賞状あれ
これ

「あの人」の通信
簿を発見！

昔の通信簿、いま
とどこが違う？

映像フィルム「旧
南海小　昭和８年
秋季大運動会」

女子だけの授業あ
れこれ

映像フィルム「旧
桜田の夏　運動
会」

綴方（作文）の授
業

パン焼き釜があっ
た給食室

賞
状
・
通
信
簿

子
ど
も
た
ち
の
学
び
の
歴
史

授
業
・
教
材

給
食

運
動
会
・
ス
ポ
ー
ツ

日清戦争後に広
まった「兵式体
操」

資料５-２

デジタル港区教育史｢見る・知る・伝える ～港区教育アーカイブ～｣ 使用画像抜すい
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カテゴリ テーマ トピックス トピックス

桜田公園案内　桜田公園平面図/旧桜田小学校 (他４点) 校外補導委員会/高輪台小学校/昭和46年度 (他２点)

三光いろはガルタ/旧三光小学校 (他３点)

鞆絵小学校正門スケッチ（大正12年消失）
/旧鞆絵小学校/昭和52年

(他３点)

ラジオ体操/旧鞆絵小学校/昭和10年 (他４点)

在学当時の乃木兄弟/麻布小学校/明治22年 (他２点)
同窓生杵屋一門の地で、娘道成寺を踊る三
浦環女史/旧鞆絵小学校/昭和15年

(他３点)

鞆絵小学校創立70周年記念音楽会冊子/旧
鞆絵小学校/昭和15年

記憶の中の通学
路・学び舎

使用画像（抜粋）使用画像（抜粋）

同好会をわかせた
オペラ歌手・三浦
環

学びと遊びを見守
る活動

後輩女子の手を引
いた教育者・大江
スミ

学
校
を
支
え
た
地
域
の
活
動

区
民
と
あ
ゆ
む
学
び
の
歴
史

語
り
継
ぐ
地
域
の
あ
ゆ
み

ゆ
か
り
の
著
名
人

学校とともに見
守った「復興小公
園」

子どもの学びを助
ける

日本最初に“仮小
学校第一”として
開校した旧鞆絵小
学校のあゆみ（動
画）

愛宕山とラジオ体
操

乃木希典による
「体育奨励章」



4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

編さん検討会了承・編さん委員会内覧

教育史編さん事業全体スケジュール(案)

成果物

平成28年度
（2016年度）

平成29年度
（2017年度）

平成30年度
（2018年度）

平成31年度／令和元年度
（2019年度）

令和２年度
（2020年度）

令和３年度
（2021年度）

令和４年度
（2022年度）
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通
史
編

資料編

くらしと教育編

既存教育史
序章～第６章
（既存教育史本文

　・コラム新規執筆
・註釈追加）

第７章
（新規執筆)

（序章第５節は第７節
概説に包含）

史資料調査・整理／検証・コラム執筆

区
内
検
証

原稿執筆

区
内
検
証

全体 監修

全体監修 Web・刊本制作

Web・刊本制作

作成・編集等

区
内
検
証

Web・刊本制作

Web・刊本制作

｢見る・知る・伝える
～港区教育アーカイブ～｣ 令和2年3月Web公開後、年3回Ｗeb更新 

史資料調査・整理
区内
検証

区
内
検
証

Web・刊本編
集・校正

全体
監修

原稿執筆／部分監修

（史資料調査・整理）

Web制作 Ｗｅｂ
制作

構成・編集等

港
区
教
育
史

W
e
b
公

開

令

和

３

年

３

月

WEB

公

開

・

刊

行

資料６

令和５年3月

WEB公開・刊行



参考資料１ 
 

令和２(2020)年１月30日 第７回(令和元年度 第１回)編さん委員会資料 
 

( 第 ３ 回 港 区教 育史 編 さ ん 委 員会 平成 29( 2017) 11 月 17 日 決定)  
 

資料⑧ 

 

港区教育史の構成について 

 

 スケジュ ールの見直し を 受け、 成果物は下記のと おり と なり まし た。  

 

 

１  港区教育史：『（ 仮称） 新・ 港区教育史』（ ＷＥ Ｂ 版・ 書籍版＜Ａ ５ ＞）  

※構成案の詳細は別紙②を 参照 

 （ １ ） 通史編 

刊行年月： 平成 32 年度まで（ 平成 33 年 3 月）  

・ 旧教育史の第１ 章～第６ 章を 最大限生かし 、 新規執筆ではなく 検証の上、 解題を  

付す。 第７ 章は、 昭和６ ０ 年頃から 平成期にわたる生涯学習時代の港区の教育の 

歴史を新たに執筆する。  

 

（ ２ ） 資料編 

刊行年月： 平成 32 年度まで（ 平成 33 年 3 月）  

・ 港区の教育に関する統計資料や各種データ 等を取り まと め、 掲載する。  

 

（ ３ ） く ら し と 教育編 

刊行年月： 平成 34 年度まで（ 平成 35 年 3 月）  

・ 調査を通じ て新たに確認さ れた史実に基づき 、 広く 区民に手に取っ ても ら える港 

区の教育史を主題別に新規執筆する。  

・ 子ども や保護者、 地域の方々の視点から 再確認でき るよう な内容と する。  

 

 

２  資料でみる普及版：『（ 仮称） 資料でみる港区の教育』（ ＷＥ Ｂ 版）  

    公開年月： 平成 31 年度まで（ 平成 32 年 3 月）  

・ 港区の教育の歴史を写真・ 図表などの資料を 中心に視覚的に紹介する。  

・ 区民が身近に感じ ら れる、 分かり やすく 親し みやすい内容と する。  

・ Ｉ Ｃ Ｔ 等を 用いた授業の教材と し ても 活用でき る内容と する。  

・ 港区の教育に関する歴史資料をデジタ ル化し てＷＥ Ｂ に搭載し 、 区民が資料を 通 

じ て港区の教育の歩みについて学び、 調べるこ と ができ る環境を 構築する。  

・ ＷＥ Ｂ 版の特性を活かし 、 継続的に更新可能なし く みと する。  

 

※下線部が変更箇所です。  



資参考料２ 
 

令和２(2020)年１月30日 第７回(令和元年度 第１回)編さん委員会資料 

 

(第１回港区教育史編さん委員会平成 29(2017)年１月 17 日決定) 
(第３回港区教育史編さん委員会平成 29(2017)11 月 17 日改正 ※編さん期間の変更) 

 

港区教育史編さん基本方針 

 

港区教育委員会は、 平成29 年３ 月15 日に区政 70 周年を迎えるのを機に、 昭和62 年

の「 港区教育史」（ 上・ 下巻）、 平成９ 年の「 港区教育史」（ 資料編１ 、 ２ ） の刊行から経

過した港区教育史を、 以下の方針に基づき新たに編さんします。  

 

１  基本方針 

⑴ 江戸時代後期から始まる「 寺子屋」 以降、 この港区の地における 150 年を超える

教育の歩みを体系的に記録し、 後世に語り 継いでいける教育史とします。  

⑵ 歴史的事実、 学術的研究を基に、 教育史の編さんを行います。  

⑶ 図表や写真等を多く 用い、 分かり やすく 親しみやすい、 区民が身近に感じられる

教育史とします。  

⑷ 区民との協働で編さんを行う ことにより 、 愛着が持てる教育史とします。  

⑸ Ｉ Ｃ Ｔ （ 情報通信技術） を活用することにより 、 国内外に広く 港区の魅力を発信

します。  

⑹ 収集した資料及び今後新たな研究・ 検証に基づく 資料は継続的に収集を行い、 管

理・ 保管して後世に残すとともに、 定期的に検証します。  

⑺ 子どもや保護者、地域の方々の視点で「 く らしと教育編（ 仮称）」 を新たに編さ ん

し、 広く 区民に手に取ってもらう ためのわかり やすい教育史とします。  

 

２  編さん期間 

平成２ ８ 年度から平成３ ４ 年度まで 

 

３  公開・ 刊行年月 

平成32 年３ 月予定 資料でみる普及版 

平成33 年３ 月予定 港区教育史 通史編・ 資料編 

平成35 年３ 月予定 港区教育史 く らしと教育編 

 

４  成果物 

⑴ 港区教育史（ ＷＥ Ｂ版・ 書籍版）  

   ①通史編 

   ②資料編 

   ③く らしと教育編 

⑵ 資料でみる普及版（ ＷＥ Ｂ版）  


